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総合的表現力育成を目指す音楽科カリキュラム編成の論理
－教師用指導書『ミュージック・エクスプレス（Music Express）』の場合－
荒 巻 治 美
A Logic of the Curriculum Organization of Music for Fostering the Ability to Make an
Comprehensive Expression
- An Analysis about Music Express -
Harumi ARAMAKI
要 旨
本研究の目的は、英国の教師用指導書である『ミュージック・エクスプレス』を手がかりとして、
総合的表現力の育成を目指す音楽科カリキュラム編成の論理を明らかにすることを目的としている。
英国の音楽教育に関する研究において、創作活動や音楽表現活動を重視するという理念は共通に保持
されてきた。しかし、それを基盤として、どのような論理で音楽科カリキュラムを編成し、具体的な
授業を実現していくことができるのか。指導書は、創作を含む音楽表現活動を中心としながらも、そ
れを子どもの生活内容や他の文化的領域と論理的に関連づけながら総合的に表現活動をできる力の育
成を目指すカリキュラムを編成し、この課題に応えるものとなっていた。その内容は、子どもの生活
内容の系統、民族音楽やポピュラー音楽を含む世界の多様な音楽とそこに共通に見られる音楽構成理
論の緩やかな体系、また、音楽が主として関わる他の文化的領域の内容の三つを重ね合わせながら総
合的内容が編成されていた。そこには、本来音楽とは、生活内容と密接に結びついたものであり、子
どもの思いが生活の中で直接表現されて、はじめて音楽の意味や価値が実現できるという考え方があ
る。教師用指導書『音楽表現』は、総合的表現力育成を目指す音楽科カリキュラム編成の一つの論理
を示したものとして評価できるのではないだろうか。
1，はじめに
一般に、音楽科のカリキュラム編成は、西洋芸術音楽の聴取力・鑑賞力の育成を中心とするものと、生
活音楽の表現力の育成を目指すものの二つに大別される1）。本稿では、後者の立場で音楽科カリキュラム
はどのような論理で編成されうるのかを、英国の教師用指導書を手がかりとして明らかにしようとするも
のである。
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英国の音楽教育については、我が国において、1980年代以降、「創造的音楽学習」という枠組みの中で、
ペインターらの音楽教育理論や具体的な音楽学習指導法が翻訳・紹介され、その実験的な音楽学習プログ
ラムの実践が重ねられてきた2）。また、スワニックらをはじめとする音楽教育研究者らの音楽教育理論も
翻訳・紹介され3）、それらを背景として90年代に成立したナショナル・カリキュラムとその後の内容的な
変遷も概観されてきた4）。これらの研究において、英国の音楽教育は創作活動や音楽表現活動を重視する
性格をもっているということが、共通の理念として保持されきた。しかし、それらの論述は、その理念と
その具体化の方法、或いはカリキュラムについての若干の理論的考察にとどまっている。この理念を基盤
にして、どのような論理で音楽科カリキュラムを編成し、具体的な授業を実現していくことができるのか。
これらの問いに関する考察は課題として残されている。
本稿では、英国の音楽科の教師用指導書である「ミュージック・エクスプレス（Music Express）」（以
下指導書）を分析することによって、これに応えることを目的としている。そこでは、2002年に英国の教
育主事を永く務めたモーリン・ヘンケを中心として幼稚園から第7学年までの内容が開発・編集された。
指導書の他に付録として CD や CD-ROM などがあり、音源や映像資料などの教材を提供しているととも
に、教材である歌については子ども用の楽譜集として別に出版されている。2003年には、英国の教育教材
賞を受賞し、本国でも高く評価された。指導書は、ナショナル・カリキュラムやカリキュラム調査局
（QCA）の提案する指導計画のサンプルなどに基づきながらも、独自の教材やカリキュラムを構想して
いる。その内容を分析することによって、創作・表現活動を中心として音楽科カリキュラムはどのような
論理で編成しうるのかを明らかにしてゆきたい。
2，全体計画
指導書には、単元名や各授業の主題、そしてそこで使用されるワーク・シートに付された題名が目次の
項目として示されており、指導書の使用方法と各単元の目的の一覧が巻頭に記述されている。授業やワー
ク・シートの主題や題名は、子どもが学習する際のめあてとなるような性格をもっており、子どもが学習
する際の具体的内容や学習活動を示唆するものとして解され、いわば学習主題として捉えられる。指導書
の全体計画を探るために、ここでは、1）単元とそれらの目的、2）学習主題の二つに整理して、それぞ
れの内容編成を明らかにする。幼稚園と第七学年については、単元や授業組織の仕方や記述方法が異なる
ため、ここでは取り上げていない。
（1）単元・単元の目的一覧
指導書全体の単元名とその目的を表にして示すと表1のようになる。
単元と単元の目的は、QCA の策定した内容をほぼ採用しており5）。低学年、中学年、高学年の二学年ご
との三つの区分で示されている。QCA では、この他に「継続的な技術（Ongoing Skill）」も独立した単元
として設定しているが、本書では、その内容は他の単元の中に包摂させている6）。
単元名は、子どもの音楽活動へと動機づけるような想像的で詩的な言葉によって記述されている。副題
には主となる学習内容と活動が示されている。音楽活動に必要な楽器、記譜法、音楽を構成する要素（音、
音価、音高、リズム、音色、テンポ、音量）とそれらを組織付ける方法（音階、リズム・パターン、輪唱、
アレンジ）、表現力（一緒に演奏する）、描写する力（描写的な音、歌詞と旋律）などが学習内容とされ、
それを「探究する」、「演じる」という活動で習得するように求めている。「探究する」、「演じる」という
活動は、さらに、「創る」、「演じる」、「用いる」という活動として単元の目的の中で具体化されている。
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表
1
全
体
計
画
（
1
）
－
単
元
名
と
各
単
元
の
目
的
－
単
元
1
単
元
2
単
元
3
単
元
4
単
元
5
単
元
6
第 1 学 年
単 元 名
面
白
い
音
：
音
の
探
究
長
い
音
，
短
い
音
：
音
価
の
探
究
拍
を
感
じ
て
：
拍
と
リ
ズ
ム
の
探
究
離
陸
：
音
高
の
探
究
ス
コ
ア
っ
て
何
：
楽
器
と
記
号
の
探
究
雨
よ
あ
っ
ち
行
け
：
音
色
，
テ
ン
ポ
，
音
量
の
探
究
目 的
こ
の
単
元
は
種
々
の
音
を
識
別
し
、
刺
激
に
対
す
る
反
応
と
し
て
表
現
的
に
音
を
変
化
さ
せ
用
い
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
音
の
長
短
を
識
別
し
、
面
白
い
音
の
連
続
を
創
る
た
め
に
そ
れ
を
用
い
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
拍
と
リ
ズ
ム
の
違
い
に
気
づ
き
、
拍
を
感
じ
な
が
ら
演
ず
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
音
の
高
低
を
識
別
し
、
簡
単
な
旋
律
の
パ
タ
ー
ン
を
創
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
音
が
創
ら
れ
変
化
す
る
と
き
の
異
な
る
方
法
に
気
づ
き
、
名
称
づ
け
、
教
室
に
あ
る
多
様
な
楽
器
を
演
奏
す
る
方
法
を
知
る
。
こ
の
単
元
は
音
と
楽
器
を
表
現
的
に
用
い
ら
れ
る
方
法
と
刺
激
に
対
す
る
反
応
で
あ
る
音
楽
を
創
る
た
め
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
方
法
を
知
る
。
第 2 学 年
単 元 名
長
い
音
，
短
い
音
：
音
価
の
探
究
拍
を
感
じ
て
：
拍
と
リ
ズ
ム
の
探
究
離
陸
：
音
高
の
探
究
ス
コ
ア
っ
て
何
：
楽
器
と
記
号
の
探
究
雨
よ
あ
っ
ち
行
け
：
音
色
，
テ
ン
ポ
，
音
量
の
探
究
面
白
い
音
：
音
の
探
究
目 的
こ
の
単
元
は
音
の
長
短
を
識
別
し
、
面
白
い
音
の
連
続
を
創
る
た
め
に
そ
れ
を
用
い
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
拍
と
リ
ズ
ム
の
違
い
を
理
解
し
、
拍
を
感
じ
な
が
ら
演
ず
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
音
の
高
低
を
識
別
し
、
簡
単
な
旋
律
パ
タ
ー
ン
を
創
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
音
が
創
ら
れ
変
化
す
る
と
き
の
異
な
る
方
法
に
気
づ
き
、
名
称
づ
け
、
教
室
に
あ
る
多
様
な
楽
器
を
演
奏
す
る
方
法
を
知
る
。
こ
の
単
元
は
音
と
楽
器
を
表
現
的
に
用
い
ら
れ
る
方
法
と
刺
激
に
対
す
る
反
応
で
あ
る
音
楽
を
創
る
た
め
に
結
び
つ
け
ら
れ
る
方
法
を
知
る
。
こ
の
単
元
は
種
々
の
音
を
識
別
し
、
刺
激
に
対
す
る
反
応
と
し
て
表
現
的
に
音
を
変
化
さ
せ
用
い
る
力
を
開
発
す
る
。
第 3 学 年
単 元 名
動
物
の
魔
法
：
描
写
的
な
音
の
探
究
も
う
一
度
演
奏
し
よ
う
：
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
の
探
究
ク
ラ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ア
レ
ン
ジ
の
探
究
ド
ラ
ゴ
ン
・
ス
ケ
ー
ル
：
五
音
音
階
の
探
究
音
で
描
こ
う
：
音
の
色
彩
の
探
究
塩
胡
椒
ビ
ネ
ガ
ー
マ
ス
タ
ー
ド
：
歌
唱
ゲ
ー
ム
の
探
究
目 的
こ
の
単
元
は
音
と
動
き
と
言
葉
を
結
び
つ
け
て
短
い
描
写
的
な
作
品
を
創
り
、
演
じ
、
分
析
す
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
簡
単
な
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
作
り
、
そ
の
助
け
と
し
て
楽
譜
を
使
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
演
ず
る
能
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
ク
ラ
ス
全
体
で
の
歌
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一
部
と
し
て
、
リ
ズ
ム
や
旋
律
の
題
材
を
創
り
、
結
び
つ
け
、
演
じ
る
能
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
五
音
音
階
を
認
知
し
、
用
い
る
力
と
、
短
い
旋
律
や
伴
奏
を
創
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
表
現
的
な
作
品
を
創
り
、
演
じ
分
析
す
る
力
を
開
発
し
、
子
ど
も
の
音
の
語
彙
を
広
げ
る
。
こ
の
単
元
は
歌
唱
ゲ
ー
ム
の
特
徴
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
探
究
す
る
能
力
を
開
発
す
る
。
こ
れ
は
、
子
ど
も
の
拍
節
感
覚
を
強
化
し
、
他
の
人
と
演
じ
る
能
力
を
強
化
す
る
。
第 4 学 年
単 元 名
も
う
一
度
演
奏
し
よ
う
：
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
の
探
究
ク
ラ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ア
レ
ン
ジ
の
探
究
ド
ラ
ゴ
ン
・
ス
ケ
ー
ル
：
旋
律
と
音
階
の
探
究
音
で
描
こ
う
：
音
の
色
彩
の
探
究
塩
胡
椒
ビ
ネ
ガ
ー
マ
ス
タ
ー
ド
：
信
号
の
探
究
動
物
の
魔
法
：
描
写
的
な
音
の
探
究
目 的
こ
の
単
元
は
簡
単
な
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
作
り
、
そ
の
助
け
と
し
て
楽
譜
を
使
用
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
リ
ズ
ミ
カ
ル
に
演
ず
る
能
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
ク
ラ
ス
全
体
で
の
歌
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一
部
と
し
て
、
リ
ズ
ム
や
旋
律
の
題
材
を
創
り
、
結
び
つ
け
、
演
じ
る
能
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
音
階
に
気
づ
き
、
使
用
す
る
力
、
短
い
旋
律
や
伴
奏
を
創
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
表
現
的
な
作
品
を
創
り
、
演
じ
分
析
す
る
力
を
開
発
し
、
子
ど
も
の
音
の
語
彙
を
広
げ
る
。
こ
の
単
元
は
信
号
の
特
徴
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
探
究
す
る
能
力
を
開
発
す
る
。
拍
節
感
覚
や
他
人
と
演
じ
る
力
を
強
化
す
る
。
こ
の
単
元
は
音
や
動
き
や
言
葉
を
結
び
つ
け
て
短
い
描
写
的
な
作
品
を
創
り
、
演
じ
、
分
析
す
る
力
を
開
発
す
る
。
第 5 学 年
単 元 名
周
期
的
な
パ
タ
ー
ン
：
リ
ズ
ム
と
拍
の
探
究
ぐ
る
っ
と
廻
っ
て
：
輪
唱
の
探
究
宇
宙
へ
の
旅
：
音
の
源
へ
の
探
究
作
詞
作
曲
家
：
歌
詞
と
旋
律
の
探
究
星
よ
、
そ
の
火
を
隠
せ
：
一
緒
に
演
奏
し
よ
う
誰
も
知
ら
な
い
：
音
楽
的
過
程
の
探
究
目 的
こ
の
単
元
は
拍
を
強
く
感
じ
な
が
ら
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
自
信
を
持
っ
て
演
ず
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
二
つ
の
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
）
パ
ー
ト
で
音
楽
を
歌
い
演
奏
す
る
力
を
開
発
す
る
。
子
ど
も
ら
は
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
音
高
の
音
が
一
緒
に
響
く
効
果
：
和
声
を
探
究
す
る
。
彼
ら
は
音
高
の
あ
る
音
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
試
し
て
、
ど
の
結
合
が
快
い
か
（
和
音
）
ど
れ
が
「
衝
突
」
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
か
（
不
協
和
）
を
見
い
だ
す
。
彼
ら
は
輪
唱
を
歌
い
、
伴
奏
を
付
け
る
た
め
の
旋
律
の
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
を
試
す
。
彼
ら
は
ド
ロ
ー
ン
や
一
つ
の
音
か
ら
構
成
さ
れ
る
伴
奏
を
演
奏
す
る
。
こ
の
単
元
は
IC
T
の
使
用
を
含
む
音
の
語
彙
を
広
げ
る
力
、
ま
た
、
サ
ウ
ン
ド
・
ス
ケ
ー
プ
を
作
曲
す
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
歌
詞
と
旋
律
の
関
係
を
意
識
し
な
が
ら
歌
を
作
曲
す
る
能
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
自
信
を
も
っ
て
表
現
豊
か
に
、
な
お
か
つ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
参
加
す
る
能
力
を
開
発
し
実
演
さ
せ
る
。
こ
の
単
元
は
子
ど
も
達
に
第
5
，6
学
年
で
達
成
し
た
音
楽
技
術
や
知
識
や
理
解
を
開
発
し
実
演
す
る
た
め
の
機
会
を
与
え
る
。
第 6 学 年
単 元 名
周
期
的
な
パ
タ
ー
ン
：
リ
ズ
ム
と
拍
の
探
究
ぐ
る
っ
と
廻
っ
て
：
輪
唱
の
探
究
宇
宙
へ
の
旅
：
音
源
へ
の
探
究
作
詞
作
曲
家
：
歌
詞
と
旋
律
の
探
究
星
よ
、
そ
の
火
を
隠
せ
：
一
緒
に
演
奏
し
よ
う
誰
も
知
ら
な
い
：
音
楽
的
過
程
の
探
究
目 的
こ
の
単
元
は
拍
を
強
く
感
じ
な
が
ら
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
自
信
を
持
っ
て
演
ず
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
二
つ
の
（
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
）
パ
ー
ト
で
音
楽
を
歌
い
演
奏
す
る
力
を
開
発
す
る
。
子
ど
も
ら
は
二
つ
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
の
音
高
の
音
が
一
緒
に
響
く
効
果
：
和
声
を
探
究
す
る
。
彼
ら
は
音
高
の
あ
る
音
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
試
し
て
、
ど
の
結
合
が
快
い
か
（
和
音
）
ど
れ
が
「
衝
突
」
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
か
（
不
協
和
）
を
見
い
だ
す
。
彼
ら
は
輪
唱
を
歌
い
、
伴
奏
を
付
け
る
た
め
の
旋
律
の
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
を
試
す
。
彼
ら
は
ド
ロ
ー
ン
や
一
つ
の
音
か
ら
構
成
さ
れ
る
伴
奏
を
演
奏
す
る
。
こ
の
単
元
は
IC
T
の
使
用
を
含
む
音
の
語
彙
を
広
げ
る
力
、
ま
た
、
サ
ウ
ン
ド
・
ス
ケ
ー
プ
を
作
曲
す
る
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
歌
詞
と
旋
律
の
関
係
を
意
識
し
な
が
ら
歌
を
作
曲
す
る
能
力
を
開
発
す
る
。
こ
の
単
元
は
自
信
を
も
っ
て
表
現
豊
か
に
、
な
お
か
つ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
が
ら
、
ク
ラ
ス
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
参
加
す
る
能
力
を
開
発
し
実
演
さ
せ
る
。
こ
の
単
元
は
子
ど
も
達
に
第
5
，6
学
年
で
達
成
し
た
音
楽
技
術
や
知
識
や
理
解
を
開
発
し
実
演
す
る
た
め
の
機
会
を
与
え
る
。
（
H
an
ke
,M
.,e
t.a
l.,
M
us
ic
E
xp
re
ss
Y
ea
r
1-
6
：
L
es
so
n
pl
an
,R
ec
or
di
ng
s,
A
ct
iv
iti
es
,P
ho
to
co
pi
ab
le
sa
nd
V
id
eo
cl
ip
s,
A
&
C
B
la
ck
，2
00
2
，2
00
6
．よ
り
作
成
）
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低学年では「種々の音の識別」、「刺激に応じて表現的に音を変化させ用いる力」の育成が目指されてい
る。1）音にはどのような種類のものがあるのか、2）生活の中のどのような事象の刺激が音を生むのか、
3）我々はそれらの刺激によって表現欲求が生まれ音を変化させ用いることになるが、どうすればそれは
表現的なものになるのか、これら三つの内容を二年間で学習することになる。音は、音価、音高、音色、
テンポ、ダイナミクスという側面から捉えられ、各側面を様々に変化させることによって多様な音が生ま
れることを、音を使用し、創り、演じることによって理解し習得する。例えば、音価については一定の拍
という組織の中で、音高についてはパターンという組織付けによって表現的に創りうることを実際にそれ
らを創り、演じることによって学ぶ。更に音を創るための道具としての楽器、創った音を記録するための
記号のような表現手段についても学習する。
中学年では、「音と動きと言葉を結びつけた描写的な作品」を創り、その在り方を分析し、作品を他人
と協同的に演じる力の育成が目指されている。「刺激に対する反応としての表現的な音」から具体的な生
活事象を描写する作品の表現へと移行する。その時、総合的な生活事象を「動き」と「言葉」という視点
から分析し、それらと音とを関連させながら描写的に音で表現することが求められる。次に、それを踏ま
えて、音を組織付けて表現のかたちを創るための方法を学習していく。音価は連続する一定の拍を基盤と
しながら多様に変化させることによってリズムを形成すること、それはまたパターンとして組織されるこ
と、音高は、五音音階や全音階などの音高を組織づける規則の中で、パターンとして使用されることを知
る。また、アレンジについては、既成の曲をより良い表現豊かなものへと作り替え演じる方法を、実際に
それを行うことによって習得する。音色やテンポ、音量については、音楽単独の論理で規定される規則は
ないため、音楽活動の中でそれらの種類や使用法を習得していく。また、中学年では「歌唱ゲーム」や「信
号」などのように、生活の中での音楽以外の領域が活動目的となり、そのための内容が設定されている。
中学年の子どもにとって、音楽の機能や目的が明確なジャンルのものが取り上げられている。一つの活動
を音楽以外のものも含めて一から全て創り上げて、最終的に演じ評価する。その中で、音楽表現の全過程
を明確に子どもが意識できる内容となっている。
高学年では、音楽を創り、演奏・表現する過程が一般的な意味での音楽表現過程として示され、子ども
はそれを明確に認識しながら音楽学習を行う。引き続き、リズムや和音や和声という古典的な音の組織方
法を拡充する。アフリカの音楽に見られるような複雑なリズムの組織方法、様々な旋法などが学習され、
それらの理論体系を超えたサウンド・スケープなどの現代音楽の音づくり、また、一方で古典的な音楽理
論を基盤として標題的・描写的な音楽の創作や上演、既成の作品のアレンジなどを学習する。
単元全体は、音楽を創る（create）、作曲する（compose）、演ずる（perform）、演奏する（play）、と
いう表現活動能力の育成が目指されている。用いる（use）力は、これらの活動に加えて身体的に動いた
りするなどの音楽外的活動などを含んでおり、様々な活動を通して音楽を構成する要素を操作する力とし
て捉えられている。それらの活動の対象となる音や音楽は、「刺激」や「描写」としての機能や意味をもっ
たものとして使用され、創られ、演じられる。つまり、生活事象を、低学年では主として刺激として、中
学年では描写内容として、高学年では音による表現へと向かう音楽過程の一部として位置づけながら、音
楽表現活動を行えるように配慮されている。そしてその音楽的質を高めるために、音楽を構成する要素、
それを組織づける方法、表現手段などに関する知識を習得する。全体を通して生活事象を音楽で表現する
力の育成が目指されている。
（2）学習主題一覧
指導書の学習主題を単元名とともに表の形で示すと表2の通りである。授業とワークシートの学習主題
荒 巻 治 美84
は、それぞれ数字と「シート」という項目で示している。
学習主題は、単元全体で示された生活事象と音楽的内容の具体的な在り方が示されている。それらは、
教材曲や音楽様式、子どもの学習内容や活動などの名称として詩的に示されている。それによって、子ど
もが主体的に音楽表現へと向かえるような意欲を喚起しようとしている。主題は、子どもの日々の生活の
中から音や音楽表現へと自然に連続的に展開しそうな生活事象に関わるものや音や音楽に関するもの、音
や音楽と関連して行われる多様な文化領域も含んだ総合的な活動に関わるものが組織されている。
生活事象に関わる主題については、子どもの現実世界と想像の世界のものが扱われる。前者は、生活空
間や時間的空間の広がりに応じて、その内容が拡大していく。各領域の内容も具体的・個別的で視覚的・
聴覚的なものから、抽象的・総合的なものへ、特徴的な雰囲気のあるものや感情的なものへと変化する。
第一学年では、子どもを中心として、家内や庭の様子、行き交う人々や町の風景や車の往来、子どもの遊
び、季節、雷や雨や晴れなどの天気、様々な昆虫などをめぐって生活の中で響く音、自分の発する音など
を観察し、効果音のように身体や打楽器などで模倣して演じる。第二学年になると、動物や台所道具や食
事作り、朝起きてから夜寝るまでの一日の生活の中の出来事、それらの中で生じる様々な音を観察し、そ
れを模倣して音を作ったり演じる。さらに子どもの現実の生活と別に、「ジャックと豆の木」や「宝島」、
「身の毛もよだつ恐ろしい城」、「ドラゴン」など架空の世界の出来事や動物、過去の先史時代の動物やノ
アの箱船の物語などが扱われる。第三、四学年では、多様な動物が主題として取り上げられる。亀や猫や
犬など、実在の動物から、子どもが創造する実在しない動物の特性が主題となる。低学年で取り上げられ
たドラゴンについては、英国と中国におけるその文化的意味や位置づけの違いを理解した上で取り上げら
れる。列車やスペース・シャトルなどの乗り物、クリスマスや体育の日などの行事、低学年に引き続き幽
霊屋敷に関する題材を扱う。また、音楽以外の文化領域に属すと思われるラジオ番組を創ったり、テレビ
番組の主題歌も取り上げられている。中学年では、新しく、「海の向こうに沈む夕日」といった静かで情
緒的な雰囲気を表すものが加わる。第四学年では、「世界一周」という主題のもとで、中国やネパール、
サハラ砂漠やカスピ海やメキシコなど、世界の中の風景や風習を一つの作品の中でそれぞれ順に描写する
活動が加わる。第五、六学年では、宇宙や月面着陸の様子、未来の世界が主題として扱われる。引き続き、
動物は主たる主題であり、友情に関するもの、泥棒を扱うコミカルなサイレント映画などが取り入れられ
る。生活内容全体は子どもの成長と共に、生活領域の種類が増えるとともに、拡大していくという構成に
なっている。
音や音楽に関する内容については、1）音楽のジャンル、2）音楽を構成する要素とその組織方法に関
わるもの、3）表現手段、の三つの内容から構成されている。1）については、低学年では、マザーグー
スや子どもの遊び歌、学習内容に合わせて創られた教科書用の歌、子どもの親しみやすいいわゆる西洋の
クラシック音楽などが使用される。中学年では、英国の子ども用の歌に加えて、インドや中国の音楽、ジャ
マイカの曲、ヒップホップやラップ、カリプソが使用される。また、子どもにとって身近で、創作目的や
生活における音楽の機能や意味が明確であるようなモールス記号や歌唱ゲームなどの音楽が扱われる。高
学年では、アフリカの音楽やインドネシアのガムラン、スキャットやブルースなどのジャズ、サウンド・
スケープや「数字の音楽」などを含む現代音楽も加わる。2）については、低学年では、音の高低や長短
など音楽的要素の特徴に関わるもの、中・高学年では、五音音階や全音階、コール＆リスポンスやオスティ
ナート、和声などのように音楽を構成する要素を組織する方法、また、古典的な音楽理論を超えて、クラ
スター、アタック、シーケンサー、サンプラーなど現代音楽の作品で用いられる手法などが学習される。
3）の表現手段については、楽器と記譜法の二つに分類される。楽器について低学年では、木材や金属や
皮などの素材による打楽器、子ども自身の声、身の回りの物で作った手作り楽器などが主題となるが、次
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表
2
全
体
計
画
（
2
）
－
学
習
主
題
一
覧
－
第 1 学 年
単 元 名
面
白
い
音
：
音
の
探
究
長
い
音
，
短
い
音
：
音
価
の
探
究
拍
を
感
じ
て
：
拍
と
リ
ズ
ム
の
探
究
離
陸
：
音
高
の
探
究
ス
コ
ア
っ
て
何
：
楽
器
と
記
号
の
探
究
雨
よ
あ
っ
ち
行
け
：
音
色
，
テ
ン
ポ
，
音
量
の
探
究
学 習 主 題
1
，
身
の
回
り
の
音
シ
ー
ト
：
ハ
ン
デ
ィ
ス
コ
ア
2
，
普
通
で
な
い
音
3
，
楽
器
の
選
択
4
，
音
の
開
始
と
停
止
5
，
動
き
の
音
6
，
町
の
音
シ
ー
ト
：
町
の
音
の
ス
コ
ア
1
，
音
の
長
短
シ
ー
ト
：
花
火
2
，
花
火
の
夜
3
，
波
の
音
4
，
ポ
ッ
プ
，
リ
ッ
プ
ル
，
フ
リ
ー
ズ
5
，
長
い
冬
，
冷
た
く
ポ
キ
ン
と
折
れ
る
音
6
，
冬
の
動
き
シ
ー
ト
：
冬
の
音
1
，
体
を
動
か
す
2
，
私
に
続
い
て
3
，
拍
と
リ
ズ
ム
シ
ー
ト
：
雷
の
拍
・
リ
ズ
ム
4
，
ド
ラ
ム
の
拍
と
リ
ズ
ム
シ
ー
ト
：
老
人
の
ド
ラ
ム
5
，
リ
ズ
ム
を
読
む
シ
ー
ト
：
手
拍
子
と
身
体
揺
ら
し
の
ス
コ
ア
6
，
ド
ラ
ゴ
ン
の
拍
シ
ー
ト
：
ド
ラ
ゴ
ン
の
ス
コ
ア
1
，
声
の
高
低
シ
ー
ト
：
高
低
の
変
化
2
，
高
い
と
低
い
－
分
か
り
ま
す
か
3
，
動
き
の
高
低
シ
ー
ト
：
メ
リ
ー
マ
ッ
ク
の
ス
コ
ア
4
，
更
に
高
低
の
ゲ
ー
ム
シ
ー
ト
：
ホ
ッ
ト
ク
ロ
ス
バ
ン
ズ
・
暖
か
い
ピ
ー
ス
プ
デ
ィ
ン
グ
5
，
ジ
ャ
ッ
ク
と
豆
の
木
6
，
高
い
と
低
い
の
物
語
シ
ー
ト
：
ジ
ャ
ッ
ク
の
物
語
1
，
全
て
の
楽
器
2
，
拍
を
聴
取
3
，
音
の
形
シ
ー
ト
：
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ス
コ
ア
・
タ
ッ
プ
ス
ラ
イ
ド
ス
ク
レ
イ
プ
4
，
大
き
く
、
小
さ
く
シ
ー
ト
：
沈
黙
と
音
5
，
宝
島
の
追
跡
者
シ
ー
ト
：
島
の
場
面
1
シ
ー
ト
：
島
の
場
面
2
6
，
宝
島
の
演
奏
1
，
小
さ
な
動
物
の
巧
み
な
動
き
2
，
小
さ
な
動
物
の
バ
ン
ド
3
，
雨
の
庭
シ
ー
ト
：
雨
の
ス
コ
ア
4
，
雨
が
や
む
と
き
シ
ー
ト
：
4
月
の
に
わ
か
雨
の
ス
コ
ア
5
，
太
陽
と
雨
の
リ
ハ
ー
サ
ル
6
，
四
月
の
に
わ
か
雨
第 2 学 年
単 元 名
長
い
音
，
短
い
音
：
音
価
の
探
究
拍
を
感
じ
て
：
拍
と
リ
ズ
ム
の
探
究
離
陸
：
音
高
の
探
究
ス
コ
ア
っ
て
何
：
楽
器
と
記
号
の
探
究
雨
よ
あ
っ
ち
行
け
：
音
色
，
テ
ン
ポ
，
音
量
の
探
究
面
白
い
音
：
音
の
探
究
学 習 主 題
1
，
長
く
，
短
く
，
長
く
響
く
シ
ー
ト
：
長
く
，
短
く
，
長
く
2
，
長
く
短
く
演
奏
す
る
3
，
長
い
し
っ
ぽ
、
短
気
シ
ー
ト
：
T
in
ga
la
yo
の
リ
ズ
ム
4
，
さ
ら
に
長
い
シ
ッ
ポ
5
，
四
本
足
の
友
達
6
，
駆
け
去
る
1
，
歩
く
，
走
る
，
ジ
ャ
ン
プ
す
る シ
ー
ト
：
K
ye
ky
e
ku
le
2
，
拍
と
リ
ズ
ム
3
，
拍
と
リ
ズ
ム
の
時
間
シ
ー
ト
：
ミ
ス
タ
ー
ウ
ル
フ
4
，
食
事
時
間
の
リ
ズ
ム
5
，
食
べ
る
準
備
は
で
き
た
6
，
た
い
ら
げ
る
1
，
辺
り
を
ジ
ャ
ン
プ
し
よ
う
シ
ー
ト
：
ル
ー
・
ビ
ー
・
ル
－
の
輪
郭
2
，
高
い
声
低
い
声
で
ア
ヒ
ル
が
ガ
ー
ガ
ー
鳴
く
シ
ー
ト
：
ア
ヒ
ル
が
ガ
ー
ガ
ー
鳴
く
シ
ー
ト
：
活
発
に
ア
ヒ
ル
が
ガ
ー
ガ
ー
鳴
く
3
，
化
石
の
足
4
，
岩
の
中
の
パ
タ
ー
ン
シ
ー
ト
：
な
ん
と
い
う
騒
音
シ
ー
ト
：
岩
の
中
の
化
石
5
，
行
軍
中
の
化
石
6
，
先
史
時
代
の
音
楽
シ
ョ
ー
1
，
木
材
，
金
属
，
皮
2
，
滑
稽
な
声
シ
ー
ト
：
Ja
m
aq
ua
ck
s
シ
ー
ト
：
「
始
め
」
の
指
示
3
，
マ
ン
ガ
の
声
シ
ー
ト
：
続
き
マ
ン
ガ
の
ス
コ
ア
4
，
マ
ン
ガ
の
旋
律
シ
ー
ト
：
身
の
毛
も
よ
だ
つ
恐
ろ
し
い
部
屋
5
，
身
の
毛
も
よ
だ
つ
恐
ろ
し
さ
6
，
身
の
毛
も
よ
だ
つ
恐
ろ
し
い
城 シ
ー
ト
：
身
の
毛
も
よ
だ
つ
恐
ろ
し
い
城
1
，
天
気
が
ど
う
あ
ろ
う
と
も
2
，
雨
や
晴
れ
の
楽
し
み
3
，
雲
が
群
が
る
4
，
仕
事
中
の
建
築
業
者
シ
ー
ト
：
建
築
業
者
の
庭
5
，
洪
水
警
報
シ
ー
ト
：
ノ
ア
の
方
舟
の
カ
ー
ド
6
，
ノ
ア
の
方
舟
1
，
始
ま
り
の
音
シ
ー
ト
：
日
の
出
の
音
シ
ー
ト
：
絵
は
が
き
2
，
音
の
選
別
シ
ー
ト
：
た
だ
の
ゴ
ミ
シ
ー
ト
：
あ
な
た
の
ゴ
ミ
3
，
サ
リ
ー
は
太
陽
の
ま
わ
り
を
廻
る
4
，
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
音
5
，
日
没
の
音
6
，
サ
リ
ー
の
一
日
シ
ー
ト
：
日
の
出
か
ら
落
陽
ま
で
第 3 学 年
単 元 名
動
物
の
魔
法
：
描
写
的
な
響
き
の
探
究
も
う
一
度
演
奏
し
よ
う
：
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
の
探
究
ク
ラ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ア
レ
ン
ジ
の
探
究
ド
ラ
ゴ
ン
・
ス
ケ
ー
ル
：
五
音
音
階
の
探
究
音
で
絵
を
描
こ
う
：
音
の
色
彩
の
探
究
塩
胡
椒
ビ
ネ
ガ
ー
マ
ス
タ
ー
ド
：
歌
唱
ゲ
ー
ム
の
探
究
学 習 主 題
1
，
の
ろ
い
カ
メ
の
歌
シ
ー
ト
：
カ
メ
の
旋
律
2
，
音
楽
の
中
の
動
物
3
，
動
物
の
ハ
ス
タ
ス
シ
ー
ト
：
手
の
形
4
，
動
物
の
動
き
の
よ
う
な
音
5
，
動
き
の
物
語
6
，
動
物
の
縮
小
画
1
，
リ
ズ
ム
・
ゲ
ー
ム
2
，
ノ
ア
の
ラ
ッ
プ
シ
ー
ト
：
ラ
ッ
プ
の
リ
ズ
ム
3
，
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ト
ル
の
ラ
ッ
プ
シ
ー
ト
：
ス
ペ
ー
ス
・
シ
ャ
ト
ル
の
贈
り
物
4
，
一
年
で
最
も
幸
せ
な
時
5
，
ク
リ
ス
マ
ス
の
猫
6
，
器
楽
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
猫
1
，
伴
奏
っ
て
何
2
，
ヒ
ル
ア
ン
ガ
リ
ー
シ
ー
ト
：
コ
ー
ル
＆
レ
ス
ポ
ン
ス
3
，
オ
ー
ル
マ
ス
チ
ャ
ー
リ
ー
シ
ー
ト
：
チ
ャ
ー
リ
ー
の
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
4
，
何
故
歌
う
の
5
，
ラ
ジ
オ
・
ジ
ン
グ
ル
6
，
ク
ラ
ス
の
ラ
ジ
オ
番
組
1
，
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
じ
い
さ
ん
は
鉄
琴
を
持
っ
て
い
る
シ
ー
ト
：
音
高
の
パ
ズ
ル
（
1
）
シ
ー
ト
：
音
高
の
パ
ズ
ル
（
2
）
シ
ー
ト
：
ど
の
音
高
で
す
か
2
，
何
を
手
に
入
れ
た
の
3
，
五
音
音
階
の
即
興
演
奏
シ
ー
ト
：
演
奏
の
カ
ー
ド
4
，
二
つ
の
重
な
る
五
音
音
階
5
，
ド
ラ
ゴ
ン
の
お
し
ゃ
べ
り
1
，
こ
れ
を
描
こ
う
シ
ー
ト
：
小
さ
な
列
車
2
，
体
育
の
日
3
，
海
の
向
こ
う
に
沈
む
夕
日
4
，
幽
霊
屋
敷
5
，
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
場
面 シ
ー
ト
：
ア
イ
デ
ィ
ア
シ
ー
ト
6
，
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
作
品
1
，
歌
唱
ゲ
ー
ム
1
シ
ー
ト
：
ゲ
ー
ム
の
選
択
シ
ー
ト
：
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
2
，
歌
唱
ゲ
ー
ム
2
シ
ー
ト
：
ス
キ
ッ
プ
ゲ
ー
ム
シ
ー
ト
：
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
3
，
小
石
を
渡
そ
う
4
，
そ
の
ゲ
ー
ム
は
何
の
ゲ
ー
ム
？
シ
ー
ト
：
資
料
と
な
る
カ
ー
ド
荒 巻 治 美86
6
，
中
国
の
ド
ラ
ゴ
ン
の
歌
5
，
歌
唱
ゲ
ー
ム
を
考
案
す
る
シ
ー
ト
：
演
奏
す
る
旋
律
6
，
歌
唱
ゲ
ー
ム
で
遊
ぶ
第 4 学 年
単 元 名
も
う
一
度
演
奏
し
よ
う
：
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
の
探
究
ク
ラ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ア
レ
ン
ジ
の
探
究
ド
ラ
ゴ
ン
・
ス
ケ
ー
ル
：
旋
律
と
音
階
の
探
究
音
で
絵
を
描
こ
う
：
音
色
の
探
究
塩
胡
椒
ビ
ネ
ガ
ー
マ
ス
タ
ー
ド
：
信
号
の
探
究
動
物
の
魔
法
：
描
写
的
な
響
き
の
探
究
学 習 主 題
1
，
パ
タ
ー
ン
で
演
奏
し
よ
う
2
，
Su
o-
ga
n
シ
ー
ト
：
子
守
歌
の
リ
ズ
ム
3
，
プ
レ
ー
ト
の
ゼ
リ
ー
シ
ー
ト
：
弾
む
ゼ
リ
ー
4
，
不
等
分
の
リ
ズ
ム
シ
ー
ト
：
7
等
分
5
，
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
キ
ッ
ド
シ
ー
ト
：
学
校
を
綺
麗
に
し
よ
う
の
ラ
ッ
プ
6
，
私
た
ち
の
学
校
を
常
に
綺
麗
に
整
頓
し
よ
う
1
，
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
伴
奏
2
，
K
iy
o
w
ah
ji
ne
h
シ
ー
ト
：
暗
譜
で
演
奏
し
よ
う
3
，
ク
リ
ス
マ
ス
の
カ
リ
プ
ソ
4
，
リ
ズ
ム
と
ス
ィ
ン
グ
に
合
わ
せ
た
踊
り
5
，
ク
リ
ス
マ
ス
の
カ
リ
プ
ソ
を
演
奏
し
よ
う
シ
ー
ト
：
カ
リ
プ
ソ
の
旋
律
6
，
カ
リ
プ
ソ
を
完
成
す
る
1
，
音
高
の
動
き
2
，
あ
な
た
の
旋
律
を
調
整
し
よ
う シ
ー
ト
：
音
程
を
演
奏
し
よ
う
3
，
ス
カ
イ
島
の
ボ
ー
ト
ソ
ン
グ
4
，
音
階
の
歌
シ
ー
ト
：
ト
ニ
ッ
ク
ソ
ル
フ
ァ
シ
ー
ト
：
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
用
の
シ
ー
ト
5
，
ド
レ
ミ
6
，
“J
ib
be
r
ja
bb
er
”
1
，
標
題
音
楽
2
，
休
日
シ
ー
ト
：
世
界
一
周
3
，
そ
の
雰
囲
気
で
4
，
走
っ
て
世
界
一
周
シ
ー
ト
：
世
界
一
周
5
，
海
岸
6
，
雰
囲
気
の
あ
る
海
1
，
混
み
合
っ
た
町
シ
ー
ト
：
旋
律
的
な
信
号
2
，
リ
ー
ダ
ー
に
従
っ
て
3
，
モ
ー
ス
警
部
シ
ー
ト
：
モ
ー
ル
ス
記
号
4
，
モ
ー
ル
ス
・
ソ
ン
グ
（
モ
ー
ル
ス
信
号
の
歌
）
シ
ー
ト
：
コ
ー
ル
の
信
号
／
レ
ス
ポ
ン
ス
の
信
号
5
，
そ
れ
は
信
号
？
シ
ー
ト
：
ア
イ
デ
ィ
ア
シ
ー
ト
6
，
演
ず
る
よ
う
合
図
す
る
1
，
各
種
取
り
揃
え
た
動
物
2
，
ヌ
ー
シ
ー
ト
：
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
絵
3
，
ベ
リ
ポ
ン
と
ジ
ッ
ピ
4
，
動
物
の
コ
ン
シ
ク
エ
ン
ス
ゲ
ー
ム
シ
ー
ト
：
創
案
し
た
動
物
5
，
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
し
ょ
う
か
6
，
動
物
の
コ
ン
テ
ス
ト
第 5 学 年
単 元 名
周
期
的
な
パ
タ
ー
ン
：
リ
ズ
ム
と
拍
の
探
究
ぐ
る
っ
と
廻
っ
て
：
輪
唱
の
探
究
宇
宙
へ
の
旅
：
音
源
の
探
究
作
詞
作
曲
家
：
歌
詞
と
旋
律
の
探
究
星
よ
、
そ
の
火
を
隠
せ
：
一
緒
に
演
奏
す
る
こ
と
誰
も
知
ら
な
い
：
音
楽
的
過
程
の
探
究
学 習 主 題
1
，
ア
フ
リ
カ
の
挨
拶
シ
ー
ト
：
循
環
す
る
挨
拶
2
，
ア
フ
リ
カ
の
周
期
的
な
パ
タ
ー
ン
3
，
キ
ュ
ー
っ
て
な
に
？
シ
ー
ト
：
ア
フ
リ
カ
の
ダ
ン
ス
4
，
即
興
演
奏
5
，
デ
ィ
ジ
ュ
デ
ィ
ジ
ュ
デ
ィ
ジ
ュ
6
，
循
環
す
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
1
，
こ
れ
が
輪
唱
だ
シ
ー
ト
：
ド
ラ
ム
キ
ッ
ト
の
輪
唱
2
，
そ
れ
は
ど
う
や
っ
て
一
緒
に
響
か
せ
る
の
？
シ
ー
ト
：
音
高
の
探
究
3
，
シ
ャ
ロ
ー
ム
4
，
来
て
、
一
緒
に
歌
お
う
シ
ー
ト
：
踊
る
ブ
ー
ツ
5
，
カ
リ
プ
ソ
シ
ー
ト
：
カ
リ
プ
ソ
の
上
演
6
，
カ
リ
プ
ソ
の
上
演
1
，
ク
ラ
ス
タ
ー
1
2
，
ク
ラ
ス
タ
ー
2
3
，
ア
タ
ッ
ク
と
衰
退
シ
ー
ト
：
大
気
圏
外
の
空
間
の
サ
ウ
ン
ド
4
，
月
面
着
陸
シ
ー
ト
：
宇
宙
の
音
の
制
作
5
，
月
の
空
間
6
，
月
の
空
間
の
録
音
1
，
私
た
ち
は
何
が
で
き
る
の
？
2
，
あ
な
た
は
立
ち
上
が
る
シ
ー
ト
：
旋
律
の
創
作
3
，
旋
律
の
雰
囲
気
4
，
新
し
い
歌
の
課
題
シ
ー
ト
：
歌
詞
と
旋
律
5
，
下
図
を
書
き
続
け
る
6
，
想
像
の
歌
の
コ
ン
テ
ス
ト
1
，
猫
と
鼠
を
導
入
2
，
猫
の
全
て
シ
ー
ト
：
音
高
の
な
い
猫
3
，
猫
と
鼠
シ
ー
ト
：
音
高
の
な
い
鼠
シ
ー
ト
：
旋
律
的
な
鼠
シ
ー
ト
：
音
楽
的
な
鼠
4
，
も
っ
と
猫
と
鼠
5
，
上
演
の
準
備
6
，
猫
と
鼠
の
ゲ
ー
ム
1
，
ス
タ
イ
ル
の
ス
ケ
ッ
チ
シ
ー
ト
：
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
2
，
ト
レ
イ
ン
の
ス
ケ
ッ
チ
3
，
夜
明
け
の
ス
ケ
ッ
チ
シ
ー
ト
：
鳥
の
歌
の
構
造
4
，
数
字
の
ス
ケ
ッ
チ
シ
ー
ト
：
ズ
ア
ド
ゥ
5
，
機
械
の
ス
ケ
ッ
チ
シ
ー
ト
：
機
械
の
ス
ケ
ッ
チ
6
，
霊
感
を
受
け
た
第 6 学 年
単 元 名
ぐ
る
っ
と
廻
っ
て
：
輪
唱
の
探
究
宇
宙
へ
の
旅
：
音
源
の
探
究
作
詞
作
曲
家
：
歌
詞
と
旋
律
の
探
究
周
期
的
な
パ
タ
ー
ン
：
リ
ズ
ム
と
拍
の
探
究
星
よ
、
そ
の
火
を
隠
せ
：
一
緒
に
演
奏
す
る
こ
と
誰
も
知
ら
な
い
：
音
楽
的
過
程
の
探
究
学 習 主 題
1
，
グ
ノ
シ
エ
ン
ヌ
3
番
シ
ー
ト
：
サ
テ
ィ
の
音
階
2
，
リ
レ
ー
競
争
シ
ー
ト
：
リ
レ
ー
の
伴
奏
3
，
リ
レ
ー
の
輪
唱
4
，
N
an
um
a
シ
ー
ト
：
N
an
u
m
a
の
フ
レ
ー
ズ
5
，
N
an
um
a
を
中
心
と
し
て
6
，
Ju
nk
an
oo
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
祭
典
シ
ー
ト
：
Ju
ka
no
o
の
ア
イ
デ
ア
1
，
輪
の
よ
う
に
巡
る
天
気
シ
ー
ト
：
加
工
さ
れ
た
天
気
／
輪
の
よ
う
に
繰
り
返
す
打
楽
器
2
，
輪
の
探
究
3
，
電
子
的
な
音
4
，
シ
ー
ケ
ン
サ
ー
で
シ
ー
ト
：
シ
ー
ケ
ン
ス
さ
れ
た
音
5
，
未
来
の
音
6
，
未
来
へ
の
輪
（
創
る
曲
の
題
名
）
1
，
私
は
ス
キ
ャ
ッ
ト
を
歌
い
た
い
2
，
雰
囲
気
の
あ
る
音
楽
シ
ー
ト
：
歌
の
歌
詞
3
，
ブ
ル
ー
ス
シ
ー
ト
：
我
々
は
ブ
ル
ー
ス
を
創
る
4
，
ブ
ル
ー
ス
の
即
興
5
，
叙
情
的
な
ブ
ル
ー
ス
6
，
ク
ラ
ス
の
ブ
ル
ー
ス
1
，
循
環
す
る
パ
タ
ー
ン
を
聴
く
シ
ー
ト
：
周
期
的
な
風
2
，
ガ
ム
ラ
ン
の
導
入
シ
ー
ト
：
循
環
す
る
旋
律
3
，
ガ
ム
ラ
ン
の
旋
律
シ
ー
ト
：
臨
時
の
循
環
4
，
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
付
け
る
シ
ー
ト
：
循
環
す
る
パ
タ
ー
ン
5
，
ガ
ム
ラ
ン
の
ス
タ
イ
ル
6
，
ガ
ム
ラ
ン
を
演
奏
す
る
1
，
銀
と
金
シ
ー
ト
：
私
は
友
達
が
好
き
2
，
新
し
い
友
達
を
作
ろ
う
シ
ー
ト
：
都
合
の
良
い
打
楽
器
シ
ー
ト
：
調
子
の
合
っ
た
宝
物
3
，
友
達
を
思
い
出
そ
う
シ
ー
ト
：
リ
ズ
ム
ブ
ロ
ッ
ク
4
，
歌
を
完
成
し
よ
う
5
，
上
演
の
準
備
を
し
よ
う
6
，
上
演
1
，
こ
れ
が
ス
タ
ー
ト
だ
シ
ー
ト
：
軽
妙
洒
脱
な
泥
棒
紳
士
2
，
サ
ウ
ン
ド
ト
ラ
ッ
ク
3
，
音
楽
的
な
マ
ン
ガ
シ
ー
ト
：
続
き
マ
ン
ガ
4
，
記
入
を
終
え
よ
う
5
，
映
画
の
た
め
の
音
楽
6
，
Su
bu
b
は
泥
棒
を
驚
か
せ
た
（
H
an
ke
,M
.,e
t.a
l.,
M
us
ic
E
xp
re
ss
Y
ea
r
1-
6
：
L
es
so
n
pl
an
,R
ec
or
di
ng
s,
A
ct
iv
iti
es
,P
ho
to
co
pi
ab
le
sa
nd
V
id
eo
cl
ip
s,
A
&
C
B
la
ck
，2
00
2
，2
00
6
．よ
り
作
成
）
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第にキーボードやシンセサイザーやコンピュータなどが楽器として用いられる。記譜法については、低学
年では、マンガのスコアや図形楽譜などが学習され、中学年ではリズム譜、高学年ではコンピュータ音楽
のための楽譜が学習される。音楽的内容については、世界の様々な民族の音楽、また、いわゆる西洋芸術
音楽やポピュラー音楽、ジャズなど多様なジャンルの音楽が同等に扱われ、それらに共通して使用される
音楽を構成する要素やその組織方法、楽器や記譜法などが学習されている。そのため、特に、2）の音楽
構成理論については、一般に学習されるように西洋の音楽理論を体系的に教授するものとはなっていない
ことが特筆される。
音楽以外の文化的領域の題材としては、物語、詩、絵、マイム、ラジオ、テレビ、映画、マンガなど、
多様なものが用いられている。低学年では、物語や詩の語りが中心である。語り手の声音の抑揚が音楽の
構成要素を様々に変化させた音を表現しており、語っているその内容が直接的に表現内容となっているた
め、音は何を描写しているのかが理解しやすいものになっている。中学年では、舞踊や絵が中心である。
特に動物を表現するインドの舞踊も取り入れられている。生活事象を音や動き、絵などによって総合的に
表現する。高学年では、それに加えて、続きマンガや映画が加わる。第六学年の「音楽的過程の探究」で
は映画音楽の制作が目指されており、第三、四学年のモールス記号や歌唱ゲームのように、音楽を創る目
的を理解することから始まって最終的に音楽を創り、上演し、評価するまでの「音楽的過程」が組織され
ている。音楽を中心としながら、それを孤立的に扱うのではなく、生活の中に本来存在している総合的な
活動を取り入れ、音楽をめぐる生活や社会の文脈の中で音楽表現を組織しようとしている。
学習主題全体は、子どもの生活圏の拡大とそれに伴う生活事象の変化に即しながら、子どもがそれを音
で表現したいと思ったとき、その目的にかなうジャンルの音楽や、音楽の構成理論、表現手段を自由に選
択できるような内容が編成されている。そのため、音楽表現の出発点となる子どもの現在の生活経験や、
西洋芸術音楽を超えて多様な民族の多様なジャンルの曲が教材とされ学習主題とされていた。音楽を構成
するための理論については、多様な音楽に共通に見られる構成方法が取り入れられており、体系的な内容
となっていない。また、学年が上がるにつれて、表現の出発点は、子どもを中心とした生活事象から、音
楽の属しているジャンルも含めて音楽自体が象徴しているイメージや内容へと移行していく。生活におけ
る音楽は、必ずしも音楽的内容のみで単独で表現されるとは限らないため、舞踊や絵や映画など、音楽以
外の文化領域と関連させた総合的な表現学習活動を内容とする学習主題も見られる。生活内容、多様な音
楽的内容、音楽外的文化領域の内容などが総合的に組織されるものとなっており、子どもが、自らの表現
目的に即してそれらを取捨選択しながら音楽を創ることを可能にしている。
3，第三学年の内容編成
学習主題は、子どもの自然な表現活動を促進するために、生活に関する内容と音楽的内容、他の文化的
領域の内容などを総合的に含むものになっている。単元や単元の目的で示された音楽的力は、具体的にど
のような内容と順序で編成されるのか。それを明らかにするために、第三学年の内容編成を、（1）学習
目標の一覧、（2）第三単元の学習計画の二つに分けて見ていきたい。
（1）学習目標一覧
第三学年の全単元の学習目標を一覧表の形で示す表3の通りである。
第三学年は、六つの単元から構成されている。第一単元では、動物を描写する音を、動きや言葉と適切
に関連づけながら表現する。主となる学習は動物の特徴の描写を目的として、音と動きを作りそれらを適
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表
3
第
三
学
年
の
内
容
編
成
（
1
）
－
学
習
目
標
一
覧
－
第
1
単
元
第
2
単
元
第
3
単
元
第
4
単
元
第
5
単
元
第
6
単
元
単 元
動
物
の
魔
法
：
描
写
的
な
響
き
の
探
究
も
う
一
度
演
奏
し
よ
う
：
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
の
探
究
ク
ラ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ア
レ
ン
ジ
の
探
究
ド
ラ
ゴ
ン
・
ス
ケ
ー
ル
：
五
音
音
階
の
探
究
音
で
絵
を
描
こ
う
：
音
の
色
彩
の
探
究
塩
胡
椒
ビ
ネ
ガ
ー
マ
ス
タ
ー
ド
：
歌
唱
ゲ
ー
ム
の
探
究
導 入
導
入
：
音
楽
は
種
々
の
動
物
を
ど
の
よ
う
に
描
写
で
き
る
の
か
授
業
1
：
（
1
）
音
楽
は
描
写
的
に
ど
の
よ
う
に
用
い
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
識
別
す
る
。
例
え
ば
、
音
楽
は
種
々
の
動
物
の
性
格
を
表
す
こ
と
な
ど
導
入
：
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
我
々
は
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
か
授
業
1
：
（
1
）
反
復
す
る
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
学
習
す
る
導
入
：
歌
は
ど
の
よ
う
に
伴
奏
さ
れ
る
か
授
業
1
：
（
1
）
音
楽
伴
奏
に
つ
い
て
学
習
す
る
導
入
：
五
音
音
階
っ
て
何
授
業
1
：
（
1
）
五
音
音
階
の
学
習
、
そ
し
て
そ
れ
ら
は
音
楽
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
か
導
入
：
音
楽
は
イ
メ
ー
ジ
や
雰
囲
気
を
ど
の
よ
う
に
描
写
す
る
の
か
授
業
1
：
（
1
）
絵
の
よ
う
に
音
楽
は
イ
メ
ー
ジ
や
雰
囲
気
を
描
写
で
き
る
こ
と
を
学
習
す
る
導
入
：
ど
の
歌
唱
ゲ
ー
ム
が
好
き
？
そ
れ
は
な
ぜ
？
授
業
1
：
（
1
）
一
連
の
歌
唱
ゲ
ー
ム
を
歌
い
演
じ
る
こ
と
を
学
習
す
る
探 究
探
究
：
音
を
描
写
的
に
用
い
る
こ
と
授
業
2
：
（
1
）
音
楽
の
諸
要
素
を
動
物
描
写
の
た
め
に
用
い
る
方
法
を
学
ぶ
（
2
）
種
々
の
動
物
を
描
写
す
る
た
め
に
動
き
を
用
い
る
方
法
を
学
習
す
る
授
業
3
：
（
1
）
種
々
の
動
物
を
描
写
す
る
た
め
に
動
き
を
用
い
る
方
法
を
学
習
す
る
（
2
）
音
と
動
き
を
描
写
的
に
適
合
さ
せ
る
方
法
を
学
習
す
る
授
業
4
：
（
1
）
種
々
の
動
物
を
描
写
す
る
た
め
に
動
き
を
用
い
る
方
法
を
学
習
す
る
（
2
）
音
と
動
き
を
描
写
的
に
適
合
さ
せ
る
方
法
を
学
習
す
る
探
究
：
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
の
演
奏
授
業
2
：
（
1
）
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
学
習
す
る
（
2
）
リ
ズ
ム
は
リ
ズ
ム
の
記
号
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
の
か
（
記
譜
）
を
学
習
す
る
授
業
3
：
（
1
）
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
学
習
す
る
（
2
）
リ
ズ
ム
は
リ
ズ
ム
の
記
号
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
の
か
（
記
譜
）
を
学
習
す
る
授
業
4
：
（
1
）
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
学
習
す
る
（
2
）
リ
ズ
ム
は
リ
ズ
ム
の
記
号
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
る
の
か
（
記
譜
）
を
学
習
す
る
（
3
）
反
復
す
る
パ
タ
ー
ン
は
音
楽
の
中
で
頻
繁
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
を
学
習
す
る
探
究
：
自
分
の
伴
奏
を
ど
の
よ
う
に
創
れ
ば
よ
い
の
か
授
業
2
：
（
1
）
旋
律
の
フ
レ
ー
ズ
を
探
究
す
る
授
業
3
：
（
1
）
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
探
究
す
る
授
業
4
：
（
1
）
意
図
さ
れ
た
効
果
を
考
え
る
学
習
を
す
る
（
2
）
要
素
の
表
現
的
使
用
に
つ
い
て
学
習
す
る
授
業
5
：
（
1
）
諸
要
素
の
表
現
的
使
用
に
つ
い
て
学
習
す
る
（
2
）
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
習
す
る
探
究
：
五
音
音
階
を
ど
の
よ
う
に
使
用
す
れ
ば
良
い
の
か
授
業
2
：
（
2
）
五
音
音
階
の
学
習
、
そ
し
て
そ
れ
ら
が
音
楽
で
ど
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
る
の
か
授
業
3
：
（
1
）
簡
単
な
旋
律
が
五
音
音
階
に
ど
の
よ
う
に
基
づ
い
て
い
る
の
か
を
学
習
す
る
授
業
4
：
五
音
音
階
を
使
用
し
て
種
々
の
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
創
る
方
法
を
学
習
す
る
探
究
：
絵
や
雰
囲
気
を
創
る
た
め
に
音
を
ど
の
よ
う
に
使
用
す
れ
ば
良
い
の
か
授
業
2
：
（
1
）
視
覚
的
な
イ
メ
ー
ジ
と
音
を
関
連
づ
け
る
こ
と
を
学
習
す
る
（
2
）
適
切
な
楽
器
を
選
択
す
る
こ
と
を
学
習
す
る
授
業
3
：
（
1
）
テ
ク
ス
チ
ュ
ア
を
創
る
た
め
に
音
は
ど
の
よ
う
に
結
合
さ
れ
う
る
の
か
を
学
習
す
る
授
業
4
：
雰
囲
気
と
感
情
は
音
楽
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
表
さ
れ
う
る
の
か
を
学
習
す
る
探
究
：
歌
唱
ゲ
ー
ム
の
特
徴
は
何
か
授
業
2
：
（
1
）
一
連
の
歌
唱
ゲ
ー
ム
を
歌
い
演
じ
る
こ
と
を
学
習
す
る
授
業
3
：
（
1
）
歌
唱
ゲ
ー
ム
は
そ
の
成
功
に
貢
献
す
る
よ
う
な
特
定
の
音
楽
的
特
徴
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
学
習
す
る
授
業
4
：
（
1
）
拍
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
足
拍
子
を
す
る
こ
と
を
学
習
し
、
リ
ズ
ム
・
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
を
創
る
方
法
を
学
習
す
る
一 緒 に 行 お う
一
緒
に
行
お
う
：
描
写
的
な
音
楽
作
品
を
創
る
授
業
5
：
（
1
）
音
と
動
き
を
描
写
的
に
適
合
さ
せ
る
方
法
を
学
習
す
る
（
2
）
音
と
動
き
に
合
わ
せ
て
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
用
い
る
方
法
を
学
習
す
る
（
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
）
授
業
6
：
（
1
）
諸
要
素
が
表
現
的
に
結
合
さ
れ
う
る
特
定
の
方
法
を
選
択
す
る
学
習
を
す
る
一
緒
に
行
お
う
：
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
創
り
演
奏
す
る
授
業
5
：
（
1
）
語
り
の
フ
レ
ー
ズ
゛
に
基
づ
い
て
リ
ズ
ム
・
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
を
使
用
し
な
が
ら
音
楽
を
創
る
授
業
6
：
（
1
）
語
り
の
フ
レ
ー
ズ
゛
に
基
づ
い
て
リ
ズ
ム
・
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
を
使
用
し
な
が
ら
音
楽
を
創
る
（
ク
リ
ス
マ
ス
の
猫
）
一
緒
に
行
お
う
：
私
た
ち
の
歌
を
ア
レ
ン
ジ
し
よ
う
授
業
6
：
ク
ラ
ス
演
奏
を
上
演
す
る
方
法
を
学
習
す
る
一
緒
に
行
お
う
：
五
音
音
階
の
作
品
を
創
る
こ
と
授
業
5
：
ク
ラ
ス
全
体
で
演
奏
を
創
る
方
法
を
学
習
す
る
授
業
6
：
ク
ラ
ス
全
体
で
演
奏
を
創
る
方
法
を
学
習
す
る
一
緒
に
行
お
う
：
音
の
絵
を
創
る
授
業
5
：
（
1
）
音
高
は
ど
の
よ
う
に
結
合
さ
れ
う
る
の
か
を
学
習
す
る
（
2
）
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
は
ど
の
よ
う
に
結
合
さ
れ
う
る
の
か
を
学
習
す
る
（
3
）
音
は
表
現
的
に
ど
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
る
の
か
を
学
習
す
る
授
業
6
：
（
1
）
音
は
ど
の
よ
う
す
れ
ば
表
現
的
に
使
用
さ
れ
う
る
の
か
を
学
習
す
る
一
緒
に
行
お
う
：
運
動
場
で
遊
ぶ
歌
唱
ゲ
ー
ム
や
歌
を
創
り
ま
し
ょ
う
授
業
5
：
（
1
）
子
ど
も
達
独
自
の
歌
唱
ゲ
ー
ム
を
創
る
た
め
に
旋
律
を
創
り
適
切
な
行
為
を
付
け
る
方
法
を
学
習
す
る
授
業
6
：
（
1
）
子
ど
も
達
独
自
の
歌
唱
ゲ
ー
ム
を
創
る
た
め
に
旋
律
を
創
り
適
切
な
行
為
を
付
け
る
方
法
を
学
習
す
る
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総合的表現力育成を目指す音楽科カリキュラム編成の論理 89
合させようとするものである。使用される教材曲は、その後の単元で学習内容となるような音楽構造上の
特徴を備えたものもあり、ここでは、理論的な学習の基盤として直感的にそれを捉えさせている。第一単
元では最終的に、言葉による表現も含めて三つの表現手段によって総合的に描写的な作品を創り、演じる
活動を行う。第二単元から第四単元までは、主として音楽を表現的に創るために必要となる音楽を構成す
る要素やそれらを変化させて音を組織づける方法について学習する。リズムをパターンとして捉え、それ
をオスティナートの手法で反復して使用する方法、歌を表現的により良いものにするために伴奏を付ける
方法、音高は五音音階として組織されることやそれに基づいて多様な音楽が創られることを知り、実際に
音楽を創る中でそれを用いる方法を学ぶ。これらの単元の前半部分である導入や探究の段階では、音楽構
成理論を学ぶが、最後の「一緒に行おう」では、子ども自らが学習した理論に基づきながら、生活内容や
他の文化的領域と関連づけられた総合的な主題を適切に音楽で表現し作品を創り演じる活動が、極力取り
込まれている。第五単元と第六単元では、音楽以外の表現活動領域である絵とゲームを音楽と関連させな
がら、それらの適合性や表現目的を考えながら、音楽を創り演じる。第五単元全体の活動は、いくつかの
絵に描かれている多様な行事を音楽で表現するものである。視覚的なイメージである絵と関連づけながら
適切な楽器を選択し、音高とリズムを結合させながらテクスチュアを構成し音楽作品を創り演じる。第六
単元では、歌唱ゲームの目的と音楽的特徴を学習した後に、子ども自らがボール・ゲームやアクション・
ゲームなど歌唱ゲームの様々なジャンルの中から一つを選択し、その目的にかなう適切な動きと言葉と音
を創り関連づけながら、一からゲーム全体を創り演じる。
第三学年全体では、導入部分である第一単元で、生活事象を描写するという音楽の機能を明確に意識し
ながら動きや言葉とともに音楽を用いながら総合的な作品を創り演じるという経験をした後に、次の三つ
の単元を通してその音楽表現の質を高めるために音楽を構成する要素を表現的に変化させる方法とその表
現効果についての分析的学習を行う。それを踏まえて、第五、六単元では、再度、単元全体を通して、生
活経験や音楽以外の他の文化的領域と関連づけながら総合的な作品を創り演じるという表現活動が組織さ
れている。それらの内容は、教材曲を通して学習されていくが、それらは多様なジャンルのものとなって
いる。第一単元では、「動物のハスタス」で動物を描写するインドの舞踊が、その後の単元でもラップ、「ヒ
ル・アン・ガリ―」のようなジャマイカの歌、ラジオ・ジングル、中国の音楽などが設定されている。
（2）第三単元「クラス・オーケストラ：アレンジの探究」の学習計画
音楽を構成する要素や理論を中心とした学習を展開する単元において、生活内容や他の文化領域との関
連はどのようになっているのか。それを探るために第三学年・第三単元「クラス・オーケストラ：アレン
ジの探究」を一つの事例として考察する。その学習計画を表の形で示すと表4の通りである。
第三単元は、「導入」、「探究」、「一緒に行おう」という三つの学習段階から構成され、それぞれ、1）
歌はどのように伴奏されるのか、2）私たちの伴奏はどのように創ればよいのか、3）私たちの歌をアレ
ンジしよう、という三つの内容を学習する。
「導入」では、まず、「伴奏とは何か」という問いに対して主要なパートを支える役割があるということ
を概念的な説明として知る。そして、子どもの遊び歌、ブルースやバラッド、モーツァルトの「魔笛」か
ら抜粋した歌など、多様なジャンルの既成の曲に見られる伴奏の付け方を、聴取活動や打楽器や指鳴らし
のような実際の演奏によって知る。その中で、全体的・直感的に主要パートをサポートするための伴奏の
仕方について把握するとともに、次の二つについては分析的に明確に理解する。伴奏には、1）表現手段
として多様な種類の楽器や、声や指鳴らしなどのボディー・パーカッションを使用したものがあること、
2）一つないし複数の楽器を様々に編成したものがあることなど、表現手段とそれらの編成方法について
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表
4
第
三
学
年
の
内
容
編
成
（
2
）
－
第
三
単
元
「
ク
ラ
ス
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
：
ア
レ
ン
ジ
の
探
究
」
の
学
習
計
画
－
学
習
主
題
学
習
目
標
学
習
計
画
分
析
導 入 ・ 歌 は ど の よ う に 伴 奏 さ れ る の か
授
業
1
：
伴
奏
っ
て
何
音
楽
伴
奏
に
つ
い
て
学
習
す
る
1
，
音
楽
に
お
い
て
伴
奏
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
子
ど
も
達
は
音
楽
に
お
け
る
伴
奏
が
何
を
意
味
す
る
の
か
に
つ
い
て
考
え
、
以
前
聴
い
た
伴
奏
の
中
で
演
奏
さ
れ
て
い
た
楽
器
を
思
い
出
す
。
伴
奏
の
役
割
を
概
念
的
に
知
る
伴
奏
は
主
要
パ
ー
ト
を
支
え
る
役
割
が
あ
る
こ
と
を
知
る
2
，
楽
器
が
歌
を
伴
奏
す
る
際
の
種
々
の
方
法
を
聴
取
す
る
。
子
ど
も
達
は
種
々
の
歌
か
ら
抜
粋
さ
れ
た
一
部
を
学
習
し
、
個
々
の
楽
器
を
識
別
す
る
。
彼
ら
は
多
く
の
楽
器
に
よ
り
、
歌
が
伴
奏
さ
れ
る
方
法
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
、
自
分
の
好
み
を
表
明
す
る
。
1
，
一
つ
の
楽
器
や
声
に
よ
る
伴
奏
付
き
の
歌
を
聴
取
す
る
2
，
多
く
の
楽
器
に
よ
る
伴
奏
の
付
い
た
歌
を
聴
取
す
る
伴
奏
を
演
奏
す
る
表
現
手
段
に
つ
い
て
知
る
3
，「
ほ
ら
ほ
ら
小
さ
な
鰐
さ
ん
が
」
の
伴
奏
を
歌
う
。
ク
ラ
ス
全
体
で
こ
の
歌
を
歌
い
伴
奏
の
探
究
を
終
え
る
。
子
ど
も
達
は
、
曲
全
体
に
付
け
ら
れ
た
指
鳴
ら
し
で
演
奏
さ
れ
る
パ
タ
ー
ン
を
打
楽
器
で
演
奏
し
歌
に
付
加
す
る
。
歌
に
声
と
打
楽
器
に
よ
る
伴
奏
を
つ
け
て
合
奏
す
る
探 究 ・ 私 達 の 伴 奏 は ど の よ う に 創 れ ば よ い の か
授
業
2
：
ヒ
ル
・
ア
ン
・
ガ
リ
ー
旋
律
の
フ
レ
ー
ズ
を
探
究
す
る
1
，「
ヒ
ル
・
ア
ン
・
ガ
リ
ー
」
の
旋
律
に
取
り
組
む
子
ど
も
達
は
、
コ
ー
ル
＆
レ
ス
ポ
ン
ス
の
構
造
を
も
つ
歌
で
あ
る
こ
と
を
学
習
す
る
。
2
，「
ヒ
ル
・
ア
ン
・
ガ
リ
ー
」
の
旋
律
の
フ
レ
ー
ズ
を
楽
譜
を
見
ず
に
識
別
し
演
奏
す
る
。
聴
く
こ
と
に
よ
っ
て
旋
律
を
演
奏
す
る
方
法
は
、
子
ど
も
の
音
楽
的
開
発
の
た
め
に
と
て
も
良
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
よ
り
正
確
に
歌
を
歌
う
こ
と
の
助
け
と
な
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
は
、
旋
律
を
構
成
し
て
い
る
音
高
を
正
確
に
理
解
す
る
。
曲
の
旋
律
の
構
造
を
知
る
歌
に
付
け
る
序
奏
部
の
創
り
方
を
知
る
歌
に
付
け
る
伴
奏
を
創
る
方
法
を
知
る
3
，「
ヒ
ル
・
ア
ン
・
ガ
リ
ー
」
の
中
で
歌
の
序
奏
部
と
な
る
よ
う
な
フ
レ
ー
ズ
を
探
究
す
る
。
ク
ラ
ス
全
体
で
、
歌
の
序
奏
部
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
フ
レ
ー
ズ
を
識
別
す
る
。
1
，
序
奏
部
の
一
般
的
な
音
楽
的
役
割
を
知
る
2
，
教
材
曲
の
序
奏
部
の
役
割
を
知
る
3
，
教
材
曲
に
序
奏
部
を
付
け
る
方
法
を
知
り
実
際
に
創
り
合
奏
す
る
授
業
3
：
オ
ー
ル
・
マ
ス
・
チ
ャ
ー
リ
ー
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
探
究
す
る
1
，「
オ
ー
ル
・
マ
ス
・
チ
ャ
ー
リ
ー
」
の
種
々
の
拍
を
探
究
す
る
。
子
ど
も
達
は
歌
に
存
在
す
る
種
々
の
拍
を
識
別
し
、
そ
れ
ら
に
合
わ
せ
て
叩
く
練
習
を
す
る
。
教
材
曲
の
拍
節
を
知
る
歌
に
付
け
る
リ
ズ
ム
伴
奏
の
創
り
方
を
知
る
2
，「
オ
ー
ル
・
マ
ス
・
チ
ャ
ー
リ
ー
」
の
反
復
す
る
リ
ズ
ム
パ
タ
ー
ン
を
い
く
つ
か
学
習
す
る
。
子
ど
も
達
は
歌
全
体
を
通
し
て
演
奏
さ
れ
る
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
と
し
て
使
用
さ
れ
る
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
創
る
た
め
に
歌
詞
の
リ
ズ
ム
を
使
用
す
る
。
二
つ
の
旋
律
フ
レ
ー
ズ
の
リ
ズ
ム
を
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
と
し
て
使
用
し
伴
奏
を
創
る
3
，
歌
か
ら
取
り
出
し
た
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
る
。
子
ど
も
達
は
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
演
奏
の
中
で
も
、
個
人
と
し
て
リ
ズ
ム
・
パ
タ
ー
ン
を
演
奏
で
き
る
よ
う
に
練
習
を
す
る
。
リ
ズ
ム
・
オ
ス
テ
ィ
ナ
ー
ト
を
三
つ
組
み
合
わ
せ
て
リ
ズ
ム
伴
奏
を
創
り
合
奏
す
る
探 究 ・
授
業
4
：
な
ぜ
歌
う
の
か
①
意
図
さ
れ
た
効
果
を
考
え
る
学
習
を
す
る
1
，
歌
の
種
々
の
目
的
を
識
別
す
る
。
子
ど
も
達
は
多
様
な
目
的
の
た
め
に
書
か
れ
た
歌
を
学
習
す
る
。
歌
の
一
般
的
な
目
的
や
上
演
場
所
、
様
式
に
つ
い
て
知
る
歌
を
創
り
演
奏
す
る
目
的
や
そ
の
機
能
を
知
る
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私 達 の 伴 奏 は ど の よ う に 創 れ ば よ い の か
2
，
種
々
の
目
的
を
持
つ
歌
の
抜
粋
を
聴
取
す
る
。
子
ど
も
達
は
歌
の
様
式
と
そ
の
目
的
に
注
意
を
集
中
す
る
。
さ
ら
に
多
く
の
対
照
的
な
感
じ
の
歌
に
気
づ
か
せ
る
機
会
を
つ
く
る
。
仕
事
歌
、
滑
稽
な
歌
、
信
念
を
表
す
た
め
の
歌
、
歴
史
的
な
歌
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
様
式
と
そ
の
機
能
に
つ
い
て
知
る
②
要
素
の
表
現
的
使
用
に
つ
い
て
学
習
す
る
3
，
ラ
ジ
オ
の
聴
衆
の
た
め
の
歌
を
選
択
す
る
。
子
ど
も
達
は
ラ
ジ
オ
番
組
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
を
選
択
す
る
方
法
を
学
習
す
る
。
そ
の
際
に
、
歌
の
多
様
な
様
式
や
聴
衆
の
好
み
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
子
ど
も
病
院
の
ラ
ジ
オ
番
組
に
ふ
さ
わ
し
い
歌
の
条
件
を
理
解
し
、
選
曲
リ
ス
ト
を
作
る
授
業
5
：
ラ
ジ
オ
・
ジ
ン
グ
ル
①
諸
要
素
の
表
現
的
使
用
に
つ
い
て
学
習
す
る
1
，
ラ
ジ
オ
・
ジ
ン
グ
ル
の
た
め
の
歌
詞
を
創
る
。
子
ど
も
達
は
ラ
ジ
オ
・
ジ
ン
グ
ル
の
た
め
の
歌
詞
を
創
る
た
め
に
想
像
力
を
働
か
せ
る
。
ク
ラ
ス
全
体
で
使
用
す
る
ラ
ジ
オ
・
ジ
ン
グ
ル
の
文
章
を
創
る
ラ
ジ
オ
番
組
の
た
め
の
ラ
ジ
オ
・
ジ
ン
グ
ル
を
創
る
②
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
習
す
る
2
，
そ
の
ジ
ン
グ
ル
を
発
展
さ
せ
、
歌
詞
を
演
奏
す
る
方
法
を
探
究
す
る
。
病
院
の
ラ
ジ
オ
・
ジ
ン
グ
ル
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ス
の
子
ど
も
達
は
、
思
い
を
人
に
伝
え
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
表
現
が
使
用
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
学
習
す
る
。
ま
た
、
新
し
い
題
材
を
創
る
際
に
は
、
全
て
の
音
楽
的
要
素
を
試
す
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
ぶ
。
1
，
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ジ
ン
グ
ル
の
旋
律
を
創
る
2
，
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ラ
ジ
オ
・
ジ
ン
グ
ル
を
表
現
的
に
歌
う
方
法
を
工
夫
す
る
3
，
ク
ラ
ス
全
体
で
使
用
す
る
た
め
の
ラ
ジ
オ
・
ジ
ン
グ
ル
を
選
択
す
る
3
，
ジ
ン
グ
ル
を
完
成
さ
せ
る
。
各
グ
ル
ー
プ
は
、
締
切
に
合
わ
せ
て
作
業
す
る
こ
と
を
学
び
、
最
終
版
の
ジ
ン
グ
ル
を
創
る
。
彼
ら
は
各
グ
ル
ー
プ
の
演
奏
の
効
果
に
つ
い
て
意
見
を
表
明
す
る
。
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
ラ
ジ
オ
・
ジ
ン
グ
ル
に
打
楽
器
伴
奏
を
創
り
、
評
価
す
る
一 緒 に 行 お う ・ 私 た ち の 歌 を ア レ ン ジ し よ う
授
業
6
：
ク
ラ
ス
の
ラ
ジ
オ
番
組
ク
ラ
ス
演
奏
を
上
演
す
る
方
法
を
学
習
す
る
1
，
ラ
ジ
オ
番
組
の
構
成
を
確
定
す
る
。
ク
ラ
ス
全
体
で
、
ラ
ジ
オ
番
組
を
計
画
す
る
。
使
用
さ
れ
る
音
楽
の
順
序
を
決
め
る
方
法
を
学
び
、
ラ
ジ
オ
番
組
で
の
音
楽
と
語
り
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る
。
1
，
ラ
ジ
オ
番
組
で
の
配
役
を
決
め
る
2
，
ラ
ジ
オ
番
組
の
内
容
構
成
を
創
る
3
，
各
配
役
の
上
演
場
所
を
決
め
る
4
，
司
会
者
の
台
本
や
ニ
ュ
ー
ス
速
報
の
内
容
を
創
る
ラ
ジ
オ
番
組
の
全
体
構
成
を
創
る
2
，
ク
ラ
ス
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
て
、
上
演
す
る
。
ク
ラ
ス
全
体
で
、
可
能
な
限
り
適
切
で
良
く
準
備
さ
れ
た
上
演
が
で
き
る
よ
う
に
、
リ
ハ
ー
サ
ル
を
す
る
。
1
，
リ
ハ
ー
サ
ル
を
す
る
2
，
上
演
し
記
録
す
る
3
，
録
音
し
た
ク
ラ
ス
の
ラ
ジ
オ
番
組
を
聴
取
し
評
価
す
る
。
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
、
評
価
で
き
る
点
や
改
善
点
を
考
え
る
た
め
に
記
録
さ
れ
、
評
価
さ
れ
る
。
番
組
全
体
を
総
合
的
に
評
価
す
る
ラ
ジ
オ
番
組
を
評
価
す
る
（
H
an
ke
,M
.,e
t.a
l.,
M
us
ic
E
xp
re
ss
Y
ea
r
1-
6
：
L
es
so
n
pl
an
,R
ec
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di
ng
s,
A
ct
iv
iti
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,P
ho
to
co
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le
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V
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，2
00
2
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00
6
．よ
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作
成
）
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知る。
「探究」では、伴奏を創る方法を知り、それは歌全体の機能や目的、様式などによって規定されること
を知る。具体的には、まず、「ヒル・アン・ガリー」や「オール・マス・チャーリー」などのジャマイカ
の二つの歌を教材として、いわゆる序奏部の機能と音高組織によってそれを創る方法、また、リズム・オ
スティナートを重ねてテクスチュアを形づくることによってリズミックな伴奏を創ることができることを
学習する。そして、仕事歌や信念を表す歌など多様な目的をもった多様な民族の歌を聴取することによっ
て、伴奏を含む歌の構造は、曲の機能や目的、様式などによって規定されることを知る。
「一緒に行おう」では、子ども病院で流されるラジオ番組を創り、上演し、評価するという一連の過程
が組織される。そこで使用されるラジオ・ジングルを創り、番組で流すための曲を選定する。ジングルに
ついては、歌詞と旋律、伴奏を含めて全てを子ども自らが創り、ラジオの聴取者の要請に適切に応えてい
るかどうかを考慮しながら完成させる。次に、番組の構成を創り、放送のための配役を決定する。ラジオ・
ジングルや、その合間に流す様々な曲、ニュース速報などの順序や構成を考え、番組の司会のための台本、
また、ニュース速報の内容などに関する文章を考案する。司会や CD を流す役、ジングルを演奏する役割
など配役や、各仕事をするための配置を決定し、上演し、録音する。最後に、クラス全体で録音を聴きそ
れを評価する。
全体の展開は、前半で音楽を構成するための理論として伴奏を創る方法を探究し、後半では、ラジオ番
組という総合的な表現活動の中で、ラジオの聴取者の要請や番組の台本などとの関連に配慮しながら適切
に伴奏を創り用いる方法を学ぶ。そこでは特に、学習した音楽的内容を、子ども病院のラジオ番組を創る
という目的のもとに、その論理に基づいて他の文化的領域や生活の場面と関連づけながら使用できる力を
育成している。これによって、生活の様々な他の場面において、子どもが自力で適切な伴奏を創る力の育
成が保障されている。
4，おわりに
指導書は、創作を含む音楽表現活動を中心としながらも、子どもの生活内容や他の文化的領域と論理的
に関連づけながら総合的に表現活動をできる力の育成を目指すカリキュラム編成となっていた。
指導書の内容は、子どもの生活内容の系統、民族音楽やポピュラー音楽を含む世界の多様な音楽とそこ
に共通に見られる音楽構成理論の緩やかな体系、また、音楽が主として関わる他の文化的領域の内容の三
つを重ね合わせながら総合的内容が編成されていた。そこには、本来音楽とは、子どもを中心とする生活
内容と密接に結びついたものであるべきであり、子ども自身の生活内容を直接表現する必要があった。そ
のためには、音楽を表現する出発点である創作し演奏するという活動が中心となる。また習得される音楽
的内容も、子どもの現在のみならず将来の生活においても必要とされる有用なものであることが求められ
る。生活における音楽表現の可能性を開かれたものにするためには、多様なジャンルの教材曲を用意し、
学習される音楽構成理論もそれらに共通する一般的な内容である必要があった。また、そのような音楽表
現活動は、必ずしも実際の生活の中で独立して存在するものではなく、様々な行事や総合的な文化的活動
の中の一領域である場合が多い。子どもの場合、特にそれが顕著である。そのために、指導書では、映画
やラジオ番組作りのように他の文化的領域と融合した総合的内容をカリキュラムの中に取り込み、音楽を
含めた総合的な表現活動を組織した。それを実現できる総合的表現力を形成して、はじめて子どもは、生
活や社会における音楽の機能や意味を取りこぼすことなく、音楽を意義付けながら生活することができる
と考えられている。
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教師用指導書『ミュージック・エクスプレス』は、総合的表現力育成を目指す音楽科カリキュラム編成
の一つの論理を示したものとして評価できるのではないだろうか。
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